
































































                                                     
3 近年は男性の坊守もいるが、住職の妻の場合が圧倒的に多い。 
4 多田鼎「「寺族の仕事」を語る」（『真宗』1927 年 1 月号）。 
5 藤島達朗『恵信尼公』（恵信尼公遺徳顕彰会事務局、1956 年）、36-37 頁。 
6 原文は以下―「行者宿報設女犯 我成玉女身被犯 一生之間能荘厳 臨終引導生極楽」（真

































                                                     
8 たとえば竹中彗照は、「親鸞聖人の奥方恵信尼公は、つねに聖人を観世音菩薩として崇めたまひ、
（中略）尼公が聖人のこよなき内助者であらせられたかを知る」（「真宗婦人の自覚を説く」『真宗』
1933 年 4 月号）と記している。 
9 「口伝鈔」（前掲『真宗聖典』）、663 頁。 
10 平松令三「西本願寺所蔵 古本本願寺系図について」（『本願寺史料研究所報』第26号、2000
年）、3 頁。 
11  平松、同前、3-4 頁。 
12 「日野一流系図」（真宗典籍刊行会編『続真宗大系』16 巻、国書刊行会、1976 年）、156 頁。 
13 「反古裏書」（真宗典籍刊行会編『続真宗大系』15 巻、国書刊行会、1976 年、199 頁。 



































17 「高田親鸞聖人正統伝（享保二年以降板本）」（前掲『大系真宗史料伝記編１親鸞伝』）、178 頁。 
18 多賀宗隼『玉葉索引―藤原兼実の研究』（吉川弘文館、１９７４年）。 



































































                                                     








































































                                                     
30 高島米峰『本願寺物語』（実業之日本社、１９３１年）。 
31 吉川英治『親鸞 天の巻』『親鸞 地の巻』（大日本雄弁会講談社、１９３８年）。 
32 1948 年に再版されたものがベストセラーとなっている。 
33 丹羽文雄『親鸞とその妻』（新潮社、1957-５９年）。 
34 丹羽文雄『親鸞』（新潮社、１９６９年）。 

































































40 由谷、前掲、113 頁。 
41 梅原隆章『親鸞伝の諸問題』（顕真学苑、1951 年）、281 頁。 
42 梅原、同前、281 頁。  
43 梅原隆章『真宗史の諸問題』（顕真学苑、1959 年）、64 頁。 
44 宮﨑、前掲『親鸞とその門弟』、81 頁。元となった論文は、『龍谷史檀』第 36 号、1952 年。 
45 赤松、前掲『親鸞』、256 頁。 
46 梅原、前掲『親鸞伝の諸問題』、313 頁。 
































                                                     
47 梅原、同前、314 頁 
48 津本陽『無量の光 親鸞聖人の生涯 下』（文藝春秋、2009 年）、196 頁および五木寛之『親鸞 
激動編 下』（講談社、2012 年）、225 頁。 





























                                                     

















                                                     
52 『真宗』、１９２５年１０月号。 
